
町民の移動状況から見る公共交通網の再編方針（案） 
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１． 福崎町民の交通需要軸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「福田地区及び福崎駅周辺から溝口駅周辺」「西治から西大貫地区」

「辻川から八反田」の移動量が多くなっており、交通需要軸を形成

しています。 

※鉄道利用者は駅までのルートを示す。 

 福崎町民総流動 14,018 ﾄﾘｯﾌﾟ/日の内、行き先の回答

があった 9,445 ﾄﾘｯﾌﾟ/日[67%]を示す。 

資料４
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２． 公共交通的需要による人の動き 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※鉄道利用者は駅までのルートを示す。 

 公共交通的需要 750 ﾄﾘｯﾌﾟ/日の内、行き先の回答

があった 465 ﾄﾘｯﾌﾟ/日[62%]を示す。 

・100 人以上の移動量があるところを需要軸とし

て見ると、福崎駅から役場付近及び西田原地区

を結ぶ路線に需要軸が形成されています。 

・一方で、その他の路線は 100 人以下と移動量が

少なくなっています。 

福崎駅から役場付近及び西田原地区に需要軸が形成されているため、この地域に公

共交通幹線軸となる定時定路線型等の公共交通を導入し、その他の地域は需要が少

ないため、デマンド型等の公共交通を導入することが望ましいと考えられます。 

 

 定められた運行ルートを定められた時間に運行する方法で、通常のバスの運行方法です。 

定時定路線型とは、 

  
通常のバスとは違い、需要がある場合のみ運行し、連絡を受けたらその場所に迎えに行くな

ど、弾力的な利用サービスを行う運行方法です。「デマンド」を日本語にすると「要求」という

意味になります。 

デマンド型とは、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かつ 

 

 

 

 

または 

・「免許なし」 

  または 

・「家にクルマなし」 

  または 

・「70 歳以上」 

・移動する際に公共交通に関する問

題を感じている人 

既に公共交通を利用している人 

公共交通的需要とは 

「クルマを気軽に利用できなく 

移動に困っている人」 
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３． 福祉交通的需要による人の動き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※鉄道利用者は駅までのルートを示す。 

 福祉交通的需要 285 ﾄﾘｯﾌﾟ/日の内、行き先の回答

があった 146 ﾄﾘｯﾌﾟ/日[51%]を示す。 

大きな需要軸は見られないため、デマンド型等の公共交通を導入することも考えら

れます。 

・町全域のどの路線にも、需要軸となる 100 人以

上の路線はなく、移動量は少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

かつ 

 

 

 

 

または 

・移動する際に公共交通に関する問題

を感じている人 

既にサルビア号を利用している人 

福祉交通的需要とは 

「高齢者でクルマを利用できなく 

移動に困っている人」 
 

・「70 歳以上」かつ「免許なし」 

  または 

・「70 歳以上」かつ「家にクルマなし」 
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４． 公共交通網の再編方針（案） 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
デマンド型公共交通の導入 

 
毎日運行で予約（例：約 1時間前） 
をしたら利用できる乗合タクシー  

再
編
案 

公共交通利用者数の増加を促進 

デマンド型公共交通 
導入に向けた検討 

公共交通再編に向けて

必要となる施策の検討 

公共交通再編計画の検討 

実験運行計画の検討 

実験運行の実施 町民意見の収集 

実験運行内容の検証 

公共交通総合連携計画(仮称)の策定 

実証運行 

本格運行 

次回会議に 
向けた検討内容 
（今年度検討内容）

来年度（H23 年度）に
おける検討・実施内容 

平成 24年度以降 

公共交通網の再編方針（案） 今後の検討内容 

 
中心市街地を常に巡回する定時定路線型公共交通の導入 

 
・福崎駅から役場付近及び西田原地区を毎日数便、常に巡回しているバス 
 
デマンド型公共交通の継続 

 
・再編案で導入したデマンド型公共交通の継続 

 

め
ざ
す
べ
き
公
共
交
通
網 

 
サルビア号 

 
隔日運行で、運行日当たり 2便／日 

 現
在 

＜利点＞         ＜欠点＞ 

・時刻表の時間にバス停に ・運行回数が少ない 

 行けば利用できる（予約 ・目的地に行くまでに時間

 がいらない）        がかかる 

・バス停から自宅または目

的地までが遠い 

＜利点＞         ＜欠点＞ 
・現在のサルビア号に比べ ・事前に電話予約が必要 

 運行回数を多く設定できる  

・あまり迂回をせず、目的 

 地まで早く行ける 

・バス停から自宅または目 

的地までが近くなる 
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５．デマンド型公共交通導入の検討例 

 

 

 

 

自宅または町内の各地区に数箇所程度バス停（公民館等の主要拠点）を置き、仮の運行経路

（ルート）とおおよその時刻表（ダイヤ）をあらかじめ設定しておき、予約のあるところだ

けを順番に回る。（予約がない時は運行しない） 

＜仮ルート設定拠点予約型＞ 

 

事業概要 ● まいちゃん号は、一般のタクシー車両を使用し、路線バス同様にあらかじめ定め

られた停留所や運行時刻に合せ、予約があった時にだけ運行する事前予約制の乗

合タクシーです。 

従来の路線バスと異なり予約状況に応じてルートが変動する運行方法で、予約の

あった停留所間のみを最短距離で結び運行しています。 

運 行 日 ● 平日・土曜のみ（日祝運休） 運  賃 ● 大人 300 円 子供 150 円 

停留所数 ● 174 箇所 利用者数 ● 56 人/日 （平成 18 年度） 

出典：「国土交通省地域公共交通の活性化・再生への事例集」より作成 

出典：「らくらくタクシーまいちゃん号ご利用案内」より作成 

・他にも、比較的需要が多い路線をルートとして定めておき、利用者が電話等で予約し、予約がある時

だけ自宅またはバス停をまわる「定路線迂回型」や、予約に応じて戸口から戸口まで運行する「フル

デマンド型」等さまざまな運行方法があります。 

仮ルート設定拠点予約型の運行事例（まいちゃん号） 

他
都
市
で
の
実
施
事
例 

運行主体 ● タクシー事業者 

事業主体 ● 米原市 車  両 ● 中型タクシー（定員：5人） 

       予約が多い時は追加運行 


